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で、明治 7 年の尻屋村に所在する漁船を見ておこう。「漁船書上帳」は表 1 のとおりである。
表 1　尻屋村漁船書上帳
番号 分類 税金（銭） 長さ（間） 所有者名
1 漁船 20 2 寺道吉太郎
2 同上 20 2 同人
3 同上 20 2 鉄砲金右衛門
4 同上 20 2 三上末吉
5 同上 20 2 住吉六助
6 同上 20 2 同人
7 同上 20 2 駒谷善七
8 同上 20 2 同人
9 同上 20 2 道端五右衛門
10 同上 20 2 住吉勘右衛門
11 同上 20 2 三国善蔵
12 同上 20 2 同人
13 同上 20 2 石田甚之丞
14 同上 20 2 住吉佐二兵衛
15 同上 20 2 坂下三十郎
16 同上 20 2 石田久兵衛
17 同上 20 2 濱通作十郎
18 同上 20 2 同人
19 同上 20 2 濱通孫助
20 同上 20 2 同人
21 同上 20 2 川向勘十郎
22 同上 20 2 中賀與平治
23 同上 20 2 同人
24 同上 20 2 南谷三右衛門
25 同上 20 2 杉本弥之丞
26 同上 20 2 同人
27 同上 20 2 中村與十郎
28 同上 20 2 同人
29 同上 20 2 石田清九郎
30 同上 20 2 住吉小兵衛
31 同上 20 2 坂本十右衛門
32 同上 20 2 同人





品目 単位等 明治 32 33 34 35 36 37 38
アワビ
数量（斤） 9,500 6,572 6,885 7,780 651 722 8,500
金額（円） 5,035 2,956 4,131 5,524 495 3,606 5,993
仕向地 函館 函館 函館 函館 函館 函館 函館
フノリ
数量（斤） 73,875 74,700 75,375 76,500 75,000 78,750 80,250
金額（円） 5,122 5,279 5,025 5,100 5,100 5,250 5,136
仕向地 函館 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟 新潟
コンブ
数量（石） 125 210 ― 250 220 60 350
金額（円） 1,025 1,975 ― 1,875 1,540 440 3,150
仕向地 函館 函館 ― 函館 函館 函館 函館
（出典）「尻屋区長より東通村役場宛て報告書」
表 3　尻屋移入物資
品目 単位等 明治 32 33 34 35 36 37 38
白米
数量（俵） 320 250 360 316 380 380 355
金額（円） 1,792 1,978 1,980 1,812 2,280 2,280 2,237
仕出地 庄内、函館 庄内、函館、新潟 庄内、新潟 庄内、新潟 庄内、函館、新潟 函館 庄内、新潟
精粟
数量（俵） 85 90 95 98 115 118 125
金額（円） 453 527 561 5,179 713 735 813
仕出地 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸
精稗
数量（俵） 93 110 123 115 89 120 170
金額（円） 588 99 738 690 561 744 1,054
仕出地 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸 八戸
大豆
数量（俵） ― ― ― 65 ― ― ―
金額（円） ― ― ― 195 ― ― ―
仕出地 ― ― ― 八戸 ― ― ―
塩
数量（俵） 150 125 170 ― 130 985 135
金額（円） 127 119 153 ― 124 980 270
仕出地 函館 函館 函館 ― 函館 函館 青森
筵
数量（束） ― 160 120 120 130 150 180
金額（円） ― 136 84 102 130 150 180
仕出地 ― 青森 青森 八戸 青森 青森 青森
玉砂糖
数量（斤） ― ― 150 ― 400 ― ―
金額（円） ― ― 48 ― 62 ― ―
仕出地 ― ― 新潟 ― 新潟 ― ―
（出典）「尻屋区長より東通村役場宛て報告書」








































　これによれば、明治 7 年に尻屋村には 33 艘の漁船があり、その所有者数は 23 名である。2 艘















　ここで、移出物資、及び移入物資の金額のみをもう一度確認しよう。それは図 1、及び図 2 のよ







年 明治 32 33 34 35 36 37 38








商船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
漁船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
避難船
（汽船）
3 1,800 4 2,300 3 1,700 6 3,400 5 2,100 7 4,500 10 6,700
避難船
（帆船）
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 3 1,800 4 2,300 3 1,700 6 3,400 5 2,100 7 4,500 10 6,700








20 1,200 23 1,390 25 1,500 28 1,680 31 1,900 38 2,580 47 2,860
漁船
（帆船）
50 1,520 54 1,620 57 1,710 60 1,820 65 2,000 72 2,180 86 2,570
避難船
（帆船）
10 620 8 490 11 610 9 550 13 720 15 840 16 920
























































































































大正 7 年 9 月 21 日迄 60
大正 8 年 3 月 20 日迄 60
大正 8 年 9 月 30 日迄 60
大正 9 年 3 月 20 日迄 60
大正 9 年 9 月 20 日迄 60
大正 10 年 3 月 20 日迄 60
大正 10 年 9 月 20 日迄 60
大正 11 年 3 月 20 日迄 60




































































































































協定にはアワビの採捕を行う期間が明示されており、毎年 11 月 1 日から翌年 3 月 10 日までと
し、禁漁期間のうち、8 月 1 日から 10 月 30 日までは青森県漁業取締規則に従った禁漁期間であ





























禁漁期（繁殖のため） 3 月 11 日～ 7 月 31 日





















　この協定は全 12 条からなり、第 1 条から第 5 条までがアワビに関する事項であり、第 6 条はツ
ノマタ、フノリ、ギンナンソウ、テングサについて、アワビに準じ、代表者が協議することとして
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